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古楽への招待

プログラム

イギリス／ドイツ
ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル：
フルートソナタ ニ長調 HWV���

フランス
ジャック＝マルタン・オトテール：
組曲第�番 ト長調  

スペイン／フランス
マラン・マレ （ハンス＝ペーター・シュミッツ編曲）：
無伴奏フルートのための

「スペインのフォリア」より抜粋

ボヘミア（チェコ）
フランツ・ベンダ：
フルートソナタ ホ短調 L�.��

オランダ
ヤコブ・ファン・エイク：

『笛の楽園（����）』より「涙のパヴァーヌ」

イタリア
アルカンジェロ・コレッリ：
ヴァイオリン・ソナタ ハ長調 op. �, No. �

（����年フルート編曲版） 

イタリアとフランス「趣味の融合」
ミシェル・ブラヴェ：
フルートソナタ ト短調『ルマーニュ』 

ドイツ
ヨハン・セバスティアン・ バッハ：
フルートソナタ イ長調 BWV����

2024年11月16日（土）
14：00開演（13：30開場）
滋賀県立芸術劇場 びわ湖ホール 小ホール
チケット料金[全席指定・税込]
一般3,300円　青少年（24歳以下）1,650円　　
※6歳以上入場可。5歳以下は託児サービスをご利用ください。

チケット取り扱い・お問い合わせ
びわ湖ホールチケットセンター 　TEL 077‐523‐7136　(10:00～19:00／火曜休館、休日の場合は翌日。8/13～18は休館)
　　　　　　　　　　　　　　 　https://www.biwako-hall.or.jp/

主催：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 第54回滋賀県芸術文化祭参加事業

チケット発売
一般発売：7月28日(日)10:00～　
友の会優先発売：7月26日(金)10:00～(インターネットおよび電話受付のみ)

中野振一郎
チェンバロ

©Yuri Manabe 

歴史が蘇る午後のひととき

古楽の第一人者たちの楽しいトークと共に

バロック音楽の魅力を存分に！

柴田俊幸
フラウト・トラヴェルソ



【注意事項】 ───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────
※都合により、曲目等が変更になる場合があります。※6歳以上入場可。託児サービスがございます。詳しくは下記をご覧ください。※びわ湖ホール友の会優先発売期間中の窓口販売はありません。※お申し込みいただいたチケットの
キャンセル、変更はできません。※チケットお申し込み後、期限内に所定の手続きをされなかった場合は、チケットの販売・引渡しをお断りいたします。※びわ湖ホールではテレコイル機能のついた補聴器や人工内耳を使用されている
方は、テレコイルモードに切り替えるとヒアリングループを使用した音声をお楽しみいただけます。

《チケット取り扱い》

びわ湖ホールチケットセンター
TEL.077-523-7136（10:00～19:00） 
※火曜日休館、休日の場合は翌日。8/13～18は休館。
　インターネット受付 https://www.biwako-hall.or.jp/

滋賀県立芸術劇場

〒520-0806 滋賀県大津市打出浜15番1号
TEL.077-523-7133（代）
https://www.biwako-hall.or.jp/

託児サービスのご案内
■対　　象／1歳以上、5歳以下
■利用料金／お子様一人につき、1,000円
■開設時間／13:30～公演終了後30分まで
■申込方法／2024年11月9日（土）までにびわ湖ホール

チケットセンター TEL 077-523-7136に
お申込みください。

【びわ湖ホールへの交通のご案内】

《駐車場のご案内》
 有料849台 24時間営業
 料金： 4時間まで毎時210円
 4時間以降毎時110円
※詳細はびわ湖ホールホームページにて

ぜ ぜ

●ＪＲ琵琶湖線（東海道本線）「膳所」駅より徒歩約15分、または京阪電車のりかえ「石場」駅より徒歩約3分
●ＪＲ琵琶湖線（東海道本線）「大津」駅より徒歩約20分

琵琶湖
大津港観光船のりば 琵琶湖文化館

琵琶湖ホテル
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びわ湖ホール

●大阪から新快速で約40分、京都から約10分
●名古屋から新幹線／京都のりかえで約60分

●チ ケ ット ぴ あ https://t.pia.jp/【Pコード265-141】
●ローソンチケット https//l-tike.com/【Lコード55001】
●e+（イープラス） https://eplus.jp/〈座席選択サービスあり〉

柴田俊幸 フラウト・トラヴェルソ 中野振一郎 チェンバロ
フルート、フラウト・トラヴェルソ奏者。大阪大学
外国語学部中退。ニューヨーク州立大学卒業。ア
ントワープ王立音楽院修士課程、ゲント王立音楽
院上級修士課程を修了。ブリュッセル・フィルハー
モニック、ベルギー室内管弦楽団などで研鑽を積
んだ後、古楽の世界に転身。ラ・プティット・バン
ド、イル・フォンダメント、ヴォクス・ルミニスなど古
楽器アンサンブルに参加し欧州各地で演奏。
2019年にはB’Rockオーケストラのソリストとし
て日本ツアーを行った。テューリンゲン・バッハ週
間、ユトレヒト古楽祭、バッハ・アカデミー・ブルー
ジュ音楽祭、東京・春・音楽祭などにソリストとし
て参加。アントワープ王立音楽院音楽図書館、フ
ランダース音楽研究所にて研究員として勤務し
た。NHK-BSプレミアム「クラシック倶楽部」、
NHK-FM「リサイタル・パッシオ」に出演。たかま
つ国際古楽祭芸術監督。 

京都生まれ、奈良在住。仏・ヴェルサイユ古楽フェス
ティバルにてK.ギルバートやB.ファン・アスペレンとと
もに『世界の9人のチェンバリスト』に選出。米・バー
クレー古楽フェスティバルに最年少で招聘され、英・
ウィグモア・ホールにてデビューリサイタルを開催。
ヨーロッパを中心に各国に招聘されるなど、常に国
内古楽シーンを牽引している世界的チェンバリスト。
録音作品にも定評があり、現在取り組んでいる「フラ
ンソワ・クープラン全曲レコーティング・プロジェク
ト」は2021年4月以降、随時リリースを控えている。メ
ディア出演も多く「NHKナゴヤ ニューイヤーコン
サート」では5年間に渡り司会を務めた。近年では、
梶裕貴ほか人気声優による「声優朗読劇フォアレー
ゼン」に出演するなど、その活動領域は従来のチェン
バリストのイメージを覆し続けている。京都市立芸術
大学、名古屋音楽大学、大阪音楽大学等で後進の指
導に当たる。受賞歴は大阪文化祭金賞、文化庁芸術
祭・大賞他。名前は朝永振一郎に由来。

チェンバロ
チェンバロは、ピアノの前身となった鍵盤楽器です。見た目は
ピアノに似ていますが、音の出る仕組みや音色は大きく異な
り弦を爪で弾くような仕組みで音を出します。そのため、音の
強弱をつけることはできませんが、明るく華やかな音色が特
徴です。16世紀から18世紀にかけて、バロック音楽で多く
使用されました。バッハやヘンデルなどの作曲家がチェンバ
ロのために多くの曲を書いています。

フラウト・トラヴェルソ
フラウト・トラヴェルソは、現代のフルートの祖先である木製
の横笛です。17世紀から18世紀にかけて主に使用され、バ
ロック音楽で重要な役割を果たしました。穴の数は現代のフ
ルートよりも少なく、指穴とキーの組み合わせで音を出しま
す。誠実で落ち着いた音色が特徴で、バッハやテレマンなど
の作曲家がこの楽器のために多くの曲を作曲しています。

古
楽
へ
の
招
待

秋
の
バ
ロ
ッ
ク

音
楽
博
覧
会

フ
ラ
ウ
ト
・ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、柴
田
俊
幸
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
名
手
、

中
野
振
一
郎
が
織
り
成
す
特
別
な
午
後
の
ひ
と
と
き
。煌
び
や
か
な
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
音

色
と
、柔
ら
か
で
豊
か
な
フ
ラ
ウ
ト・ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
の
音
色
が
絶
妙
に
調
和
す
る
美

し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

バ
ッ
ハ
や
ヘ
ン
デ
ル
、コ
レ
ッ
リ
な
ど
、「
博
覧
会
」の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
。2
人
の
楽
し
い
ト
ー
ク
と
共
に「
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
」の
様
々
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
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